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はじめに

私は1944年生まれで、医師として57年目を迎えた
老年医師です。長く病院で内科医として勤務、2016
年4月から当施設の医師として働いています。
利用者の大半は私より年長で、年齢的に仲間の1
人として日々過ごしていますが、いつまで働けるかを
考慮中で、10年を振り返りほほえみの里きどの課題、
ありたい姿を考えてみました。

施設の紹介

ほほえみの里きどは新潟市東区上木戸にあり、3
㎞余りの所に大河・阿賀野川(年間の流水量が日本
一とか)が流れています。
新潟市には広大な農地が広がっています。以前は
地図にない湖といわれた亀田郷地域の湿田で腰まで
つかりながらの農作業の苦渋も、戦後に進められた
土地改良事業で湿田が乾田化し、農作業および生活
様式が大きく改善されました。その後、地域の強い
要望として自分たちの健康を守る病院がほしいとの声
が大きくなり、1975年に新潟医療生活協同組合が設
立、翌1976年に東区上木戸に88床の木戸病院が開
院しました。
その後、地域、生協組合員そして職員のがんばり
で発展し、1986年には312床の総合病院になり、今
日に至っています。地域での高齢者、要介護者の増
加もあり、2005年6月に新潟医療生活協同組合の
老健施設としてほほえみの里きどが開設されました。
通所30名、入所100名の定員で、職員は医師1名、
看護師10名、介護職46名、リハビリ専門職5名、管
理栄養士1名、支援相談員3名、介護支援専門員2
名、事務員1名で運営しています。

1日平均利用者数は、通所は20名前後、入所で
95～97名で、どこの老健施設でも同じだと思います
が、高齢者でも年齢の高い人の利用が多く、入所者
の55％が90歳超となっています。木戸病院との関係
もあり、糖尿病、心不全、パーキンソン病などの神
経難病の入所者が多く、インスリン治療の人が10名
前後いらっしゃるので、血糖測定や注射のため、食
前に看護師が走り回っています。

私の1日の流れ

施設での業務は朝８時半に出勤、資料や新聞に目
を通し、その後看護師長から入所者の状態の概略の
説明を聞き、９時半頃から回診を始めます。２～４階
の各階をおのおの1時間くらいで巡り、回診では入所
者の表情を見、声をかけ、その応答や声の状態で変
化の有無を判断しています。声がけは「具合はどう」
「食べているか」「食べてね」「転ばないように」「夜眠
れているか」等をその人の状態に応じて使い分けてい
ます。本人から訴えがあったり、職員から要望があ
るときは診察を行っています。他に、週1回の定期処
方箋書き、新入所者のカンファレンスへの参加、通
所利用者の診察もあり、かなり忙しい半日で午後1
時頃終了となります。
午後は紹介状や介護保険主治医意見の作成、各
種委員会への参加もあります。夕方5時前後に重症
者、不安定な人の所に足を運んで状態を確認し、夕
方6時頃に施設を出る日 と々なっています。

ほほえみの里きどの課題

看取りの人への対応の強化
病気を治し命をつなぐ医療が求められる病院と違
い、老健施設では生きていることを支援する医療、

ほほえみの里きどの
ありたい姿
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